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研究成果の医療福祉分野への応用に

積極的に取り組んでいる。

本稿では、研究成果の医療福祉分

野への応用例として、医療用光源、

血流計、遠隔内視鏡システム、介護

予防システム、及び見守りコミュニ

ケーション支援サービスの5つの事

例を紹介する。

（１）医療用光源

医療用光源は、NTTフォトニク

ス研究所の通信用光源技術を医療用

に応用したもので、すでにNTTエ

レクトロニクス株式会社にて部品販

売を開始している。

波長変換レーザ、スーパールミネ

ッセントダイオード（SLD）光源、

2μm超レーザ光源の異なる特徴を

もつ3種の光源を開発した（図１a

参照）。波長変換レーザは、500nm

から5μmの任意の波長での発振が

可能な固体レーザである。医療・バ

イオ分野での計測に役立ち、小型で

低消費電力、また室温連続動作が可

能である。1,310nm帯のスーパール

ミネッセントダイオードは生体透過

性が高く、光干渉断層計の適用領域

少子高齢化が進み、疾病構造が変

化する中、医療福祉を取り巻く環境

は大きく変化している。チーム医療

や地域医療など、場所や組織を超え

た連携の必要性が高まっている。こ

のため、迅速確実な情報共有や診断

を支援するために、本分野への情報

通信技術の応用はますます重要にな

っている。

NTT研究所では、基礎研究から

応用研究まで、また、物性・デバイ

ス研究からアプリケーション開発に

及ぶ幅広い分野での研究開発を行っ

ている。超高齢社会における介護・

医療の社会的課題の克服に向けて、

情報通信技術の医療・福祉分野への応用と
NTT研究開発の取組み

少子高齢化が進み、疾病構造が変化する中、医療福祉分野における情報通信技術の応用がますます重要に
なっている。本稿では、NTTの研究開発成果の本分野への応用事例を示し、研究開発への取組みを紹介する。
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図1a 波長変換レーザ
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図1b スーパールミネッセントダイオード(SLD)光源を利用した魚卵の
断層図（左側より中心部）
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にくく、また、無線通信でデータ転

送ができるため、日内変動をモニタ

ーすることによる生活習慣病や動脈

硬化性疾患等の予防や、スポーツ医

学の分野での利用が期待できる（2）。

（３）遠隔内視鏡システム

遠隔内視鏡システムは、NTTサ

イバースペース研究所のMPEG4ス

ケーラブル符号化技術（3）を基に、

NTTサービスインテグレーション

研究所で医療応用を検討しているシ

ステムである。

送信側は診断映像を最適な品質で

符号化し、受信側は帯域に応じた画

像品質で復号する。また、所望の注

目領域部のみを高品質で復号するこ

とも可能である。図３に、内視鏡画

像の遠隔診断に適用した例（概念図）

を示す。

（４）介護予防システム

介護予防システムは、NTTサイ

バーソリューション研究所が開発し

たシステムで、映像ストリーミング

と多地点テレビ会議などの映像関連

技術をインテグレートしたシステム

である（4）。

2006年度施行の介護保険制度改

正の予防重視施策に対応しており、

介護保険の予防給付内サービスや地

域支援事業を実施する自治体様や介

護事業者様等への提供を目標として

いる。

が従来の眼底から、臓器や血管にま

で広がる（図１b参照）。これによ

り、ガンや動脈内の異変の早期発見

や治療への活躍が期待できる。2μ

m超で発振する半導体レーザは、ピ

ロリ菌やグルコースを検出でき、高

感度に加え、小型で低価格での提供

が可能となる（1）。

（２）超小型レーザ血流計

超小型レーザ血流計は、NTTマ

イクロシステムインテグレーション

研究所の光通信用部品実装技術を応

用したものである。

図２に示すように、腕時計タイプ

の小型化で、ユビキタス環境での利

用も可能になる。振動の影響を受け
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図2 超小型レーザ血圧計
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システムは健診によるリスク判定

から始まり、転倒骨折予防、尿失禁

予防、低栄養予防等のための指導メ

ニュー（コンテンツ）、そして管理

者メニューを包含しており、トータ

ルな介護予防事業の運営に適してい

る。介護予防システムの利用イメー

ジを図４に示す。

（５）見守りコミュニケーション支

援サービス

高齢者にも簡単に操作でき、高齢

者と家族や地域福祉スタッフとの間

で双方向に見守ることを可能にした

サービスである。相手の状況を赤外

線センサで検出し、画面に魚の動き

で表示する。相手が端末の前にいる

場合にはリアルタイムのAV通信、

不在の場合には手書きメッセージの

通信が利用できる。昨年、宮崎県木

城町で実証実験を行い、その有効性

を検証している（5）。

これまでNTTは情報通信技術の

研究開発に取り組み、安全・安心な

通信ネットワーク基盤を築いてき

た。これからの医療福祉分野に求め

られるのは、孤立したシステムでは

なく、相互に連携融合された社会シ

ステムであり、長年の経験と実績を

生かしたNTTのネットワーク情報

化技術が重要な役割を果たすものと

考えている。今後さらに、研究成果

を将来の医療福祉分野などを支える

技術へと積極的に応用を図っていく

方針である。
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図5 見守りコミュニケーション支援サービス

図4 介護予防システム利用イメージ
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